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波
佐
見
町

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　
　
　
「
は
ち
ゃ
ま
る
」

驚異の５連覇！
　10 月 8 日に開催した健
康づくり町民大運動会で、
協和郷が驚異の 5 連覇を果
たしました。

（関連記事は 6 ページ）
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●
予
算
の
補
正
と
繰
越

　

当
初
予
算
は
60
億
１
９
０
０
万
円
で
、
専
決
を
含
め
た
４
度

の
予
算
補
正
を
行
い
ま
し
た
。
補
正
の
内
容
は
、
地
方
交
付
税

の
交
付
決
定
や
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
な
ど
の
財
源
調
整
の
ほ

か
、
衆
議
院
選
挙
に
伴
う
関
係
費
用
の
計
上
や
認
定
こ
ど
も
園

や
保
育
所
の
運
営
に
係
る
各
種
単
価
見
直
し
、
保
育
士
等
の
処

遇
改
善
に
伴
う
増
額
、
要
望
の
多
か
っ
た
道
路
や
小
・
中
学
校

な
ど
の
施
設
改
修
に
か
か
る
費
用
を
計
上
し
た
こ
と
に
よ
り
、

合
計
３
３
０
０
万
円
の
増
額
を
行
い
、
60
億
５
２
０
０
万
円
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
工
期
の
関
係
な
ど
で
平
成
28
年
度
か
ら

繰
り
越
し
た
事
業
（
区
画
整
理
事
業
や
中
学
校
武
道
館
改
築
な

ど
）
の
予
算
３
億
１
８
０
０
万
円
を
加
え
た
63
億
７
０
０
０
万

円
が
今
年
度
の
執
行
予
定
額
と
な
り
ま
す
。

　
●
歳
入
の
収
入
状
況
（
表
１
）

　

歳
入
予
算
に
対
し
て
、
上
半
期
で
27
億
３
８
２
０
万
円
、

43
・
０
％
の
収
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
町
税
や
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
地
方
交
付
税
・
各
種
交
付
金
に
は
定
め
ら
れ
た
納
付
時
期

や
交
付
時
期
が
あ
り
、
予
定
ど
お
り
収
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
特
定
目
的
の
事
業
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
国
や
県

の
支
出
金
や
町
債
は
事
業
完
了
後
に
受
け
取
る
た
め
、
年
度
の

後
半
に
集
中
す
る
こ
と
が
多
く
、
上
半
期
の
収
納
率
は
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

●
歳
出
の
執
行
状
況
（
表
２
）

　

９
月
末
ま
で
の
支
出
済
額
は
、
23
億
７
３
４
８
万
円
、
37
・

３
％
の
執
行
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
農
林
水
産
費
や
土
木
費
で
執
行
率
が
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
費
目
の
大
部
分
を
占
め
る
補
助
事
業
や
公
共
事

業
は
既
に
事
業
着
手
や
発
注
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
事
業
完
了

ま
で
に
は
一
定
時
間
が
か
か
り
、
下
半
期
の
完
了
後
に
支
出
を

行
う
こ
と
が
執
行
率
が
低
い
要
因
で
す
。

　

な
お
、
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
の
執
行
状
況
は
、
表
３
及

び
表
４
の
と
お
り
で
す
。

●
基
金
積
立
額
及
び
地
方
債
の
現
在
高

　

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
基
金
積
立
額
は
、
表
５
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
債
（
町
の
借
金
）
の
９
月
末
時
点
の
残
高
は
、

表
６
の
と
お
り
で
す
。
例
年
９
月
30
日
に
支
払
っ
て
い
る
償
還

金
に
つ
い
て
、
今
年
度
は
休
日
の
関
係
で
10
月
２
日
に
支
払
っ

て
い
ま
す
が
、
上
半
期
返
済
分
と
し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、「
地
方
自
治
法
」
及
び
「
波
佐
見
町
財
政
事
情
説
明
書
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す

る
条
例
」
に
基
づ
き
、
財
政
状
況
を
年
２
回
以
上
公
表
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
に
平
成
29
年
度
当
初
予
算
説
明
書
を
配
布
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
月
号
で
は
そ
の
上

半
期
（
９
月
末
ま
で
）
の
執
行
状
況
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一

般

会

計

の

状

況

平
成
29
年
度
上
半
期

            （
４
月
か
ら
９
月
ま
で
）

一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
の
予
算
執
行
状
況

財政状況
報告

表１　一般会計の執行状況（歳入）

科          目 予算額 収入額 収納率
町          税 12億6605万円 7億2103万円 57．0％

地 方 譲 与 税 5450万円 1611万円 29．6％
地方消費税交付金 2億5180万円 1億5279万円 60．7％
地方特例交付金 648万円 648万円 100．0％
地 方 交 付 税 18億1278万円 13億369万円 71．9％
その他交付金 1710万円 529万円 30．9％

分担金・負担金 7859万円 2947万円 37．5％
使用料・手数料 9571万円 4669万円 48．8％
国 庫 支 出 金 11億2645万円 2億3454万円 20．8％
県  支  出  金 6億620万円 5242万円 8．6％
繰    越    金 1億3422万円 1億3422万円 100．0％
町          債 6億1280万円 250万円 0．0％

そ の 他 収 入 3億732万円 3297万円 10．7％
合          計 63億7000万円 27億3820万円 43．0％

表２　一般会計の執行状況（歳出）
科          目 予算額 支出額 執行率
議 会 費 8108万円 4247万円 52．4％
総 務 費 6億7272万円 2億4763万円 36．8％
民 生 費 23億672万円 8億6953万円 37．7％
衛 生 費 3億3963万円 1億4991万円 44．1％
労 働 費 1026万円 617万円 60．1％
農林水産業費 2億3865万円 7101万円 29．8％
商 工 費 2億4816万円 1億5011万円 60．5％
土 木 費 9億300万円 1億3905万円 15．4％
消 防 費 2億2545万円 1億229万円 45．4％
教 育 費 6億502万円 2億4691万円 40．8％
災 害 復 旧 費 5059万円 2470万円 48．8％
公 債 費 6億6871万円 3億2370万円 48．4％
諸 支 出 金 1万円 0万円 0．0％
予 備 費 2000万円 0万円 0．0％
合          計 63億7000万円 23億7348万円 37．3％



2017.11　広報波佐見●3

表３　特別会計の執行状況

会 計 名 予算額 収入済額 収納率 支出済額 執行率

国民健康保険事業 19億7572万円 7億214万円 35．6％ 8億4550万円 42．8％

後期高齢者医療 1億5810万円 4708万円 29．8％ 4493万円 28．4％

介護保険事業 13億3752万円 5億4962万円 41．1％ 5億732万円 37．9％

公共下水道事業 3億3524万円 4507万円 13．5％ 1億3724万円 40．9％

工業団地整備事業 1億7027万円 1億7027万円 100．0％ 1621万円 9．5％

表４　企業会計の執行状況
①　上水道事業 ②　工業用水道事業

区分 予　算　額 執　行　額　 執行率 区分 予　算　額 執　行　額　 執行率

収
益
的 

収
支

収入 2億8552万円 1億3728万円 48．1％ 収
益
的 

収
支

収入 1448万円 453万円 31．3％

支出 2億7673万円 6326万円 22．9％ 支出 1408万円 245万円 17．4％

資
本
的 

収
支

収入 3600万円 68万円 1．9％ 資
本
的 

収
支

収入 0万円 0万円 ‐

支出 1億4627万円 3062万円 20．9％ 支出 191万円 62万円 32．5％

表６　地方債現在高

項　　　目 一般会計 下水道事業特別会計
町営工業団地整備事業

特別会計

平成 28 年度末現在高 61億6422万円 27億3541万円 2億6220万円

平成 29 年度上半期借入額 250万円 0万円 0万円

平成 29 年度上半期返済額 2億9226万円 5995万円 1542万円

平成 29 年 9 月末現在高 58億7446万円 26億7546万円 2億4678万円

一般会計以外の上半期執行状況
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進
出
の
理
由

　
「
社
長
の
一
声
で
す
。」
と
営
業
担
当
の

大
久
保
課
長
さ
ん
。「
初
期
投
資
費
用
を

抑
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
露
地
野
菜

の
栽
培
は
、
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、

機
械
化
が
進
ま
な
い
圃
場
で
は
人
手
不
足

も
懸
念
さ
れ
る
。
一
方
、水
耕
栽
培
で
は
、

一
定
の
サ
イ
ク
ル
で
収
穫
で
き
、
栽
培
条

件
（
温
度
・
湿
度
・
二
酸
化
炭
素
・
肥
料
）

は
管
理
機
で
制
御
さ
れ
る
た
め
、
農
家
さ

ん
以
外
か
ら
の
就
労
も
可
能
と
な
る
。
ま

た
、
室
内
栽
培
で
虫
が
い
な
い
た
め
に
、

無
農
薬
で
、
安
心
・
安
全
の
野
菜
が
提
供

で
き
る
。
今
か
ら
先
の
農
業
の
ス
タ
イ
ル

だ
か
ら
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

作
業
の
ほ
と
ん
ど
は
手
作
業

　

レ
タ
ス
を
中
心
に
葉
物
野
菜
が
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す
。条
件
管
理
と
配
水
以
外
は
、

ほ
と
ん
ど
人
の
手
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
光
源
に
生
育
段
階
に
応

じ
て
、
養
液
（
窒
素
・
リ
ン
酸
・
カ
リ
ウ

ム
）
が
配
合
さ
れ
ま
す
。
同
じ
条
件
の
よ

う
で
も
、
成
長
に
差
が
生
じ
る
た
め
、
配

置
等
を
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

密
閉
空
間
の
た
め
、
自
然
に
近
い
状
態

に
な
る
よ
う
扇
風
機
で
空
気
の
流
れ
を
作

り
ま
す
。
適
度
に
葉
が
揺
れ
る
こ
と
で
、

病
気
（
葉
先
の
黒
い
斑
点
）
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
室
温
20
℃
を
保
つ
た
め
、

ひ
と
月
の
電
気
代
は
数
十
万
円
か
か
る
そ

う
で
す
。

子
ど
も
た
ち
も
美
味
し
い
！
と
評
判

　

ブ
ラ
ン
ド
名
「
真
菜
む
す
め
」。
苦
み

や
え
ぐ
み
が
少
な
く
、
柔
ら
か
い
食
感
。

雑
菌
が
少
な
い
の
で
、
野
菜
の
鮮
度
が
長

持
ち
し
ま
す
（
冷
蔵
10
℃
以
下
で
10
日
程

度
）。
主
な
取
引
先
は
、
業
務
用
と
し
て

県
内
外
の
弁
当
屋
・
総
菜
屋
・
ホ
テ
ル
な

ど
で
す
が
、
町
内
の
直
売
所
に
も
出
荷
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
と
め

　

深
刻
な
後
継
者
不
足
に
悩
む
農
業
に
お

い
て
、
植
物
工
場
の
よ
う
な
作
業
・
労
働

量
の
平
準
化
や
快
適
な
作
業
環
境
の
整
備

で
、
担
い
手
の
確
保
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
水
耕
栽
培
に
適
さ
な
い
農
産

物
も
多
く
、
す
べ
て
の
野
菜
を
水
耕
栽
培

で
補
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
は
、

露
地
栽
培
で
も
栽
培
管
理
を
徹
底
し
、
品

質
の
向
上
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
求
め
ら

れ
る
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
供
給
に
対

応
す
る
農
業
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課
農
業
振
興
班

　
　
　
　
　
　

☎
８
５
‐
２
９
８
０

　

波
佐
見
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム

　
　
　
　
　
　

☎
８
５
‐
８
７
５
５

　

そ
の
工
場
は
湯
無
田
郷
の
東
小
学
校

の
隣
に
あ
り
ま
す
。
長
年
、
東
地
区
の

食
料
品
店
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

た
が
、
平
成
27
年
、
閉
店
。
そ
の
後
、

葉
物
野
菜
の
栽
培
工
場
と
し
て
設
備
投

資
し
た
企
業
は
撤
退
し
ま
し
た
が
、
平

成
29
年
２
月
、
佐
世
保
市
の
総
合
食
品

問
屋
の
下
田
商
事
さ
ん
が
そ
の
事
業
を

引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
４
月
か
ら
試
行
錯
誤
を
重

ね
、
水
耕
栽
培
技
術
の
向
上
に
努
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
従
業
員
２
名
と

パ
ー
ト
12
名
（
地
元
中
心
に
採
用
）
で
、

１
日
１
０
０
０
株
を
目
標
に
出
荷
さ
れ

て
い
ま
す
。
種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
40

～
45
日
か
か
り
ま
す
。
午
前
中
は
種
ま

き
と
収
穫
、
午
後
か
ら
は
配
水
ホ
ー
ス

等
の
洗
浄
等
が
主
な
仕
事
で
す
。

新
た
な
農
業
の
可
能
性

　

植
物
工
場
に
潜
入
！

建物の外観や駐車場はスー
パーマーケットの名残を残し
ています。
工場に入るには、徹底的な衛
生管理が行われています。
エアシャワーも完備。

ピンセットで種まきし、発芽までは３日程
度。発芽率を９割にすることが目標。
成長に応じて株分けしていきます。

空間を有効活用し、天井からビッシリ並
べられています。製陶所の皿板のようで
す。

町内イベントにも出店。
ネーミングに生産者の気持ちが込め
られています。
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現
在
、
公
民
館
や
個
人
宅
な
ど
身
近
な

と
こ
ろ
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
い
き
い
き

百
歳
体
操
。
そ
の
活
動
の
様
子
を
こ
れ
か

ら
毎
月
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
お
た
の
し

み
に
！

　
「
地
域
の
集
会
所
を
活
用
し
た
い
！
」

と
い
う
念
願
叶
い
、
平
成
28
年
７
月
に
通

い
の
場
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
60
歳
代

～
70
歳
代
の
地
域
の
方
が
毎
週
水
曜
日
に

集
ま
っ
て
い
ま
す
。
最
初
は
ス
ク
エ
ア
ス

テ
ッ
プ
か
ら
始
め
て
現
在
は
い
き
い
き
百

歳
体
操
も
取
り
入
れ
、
花
見
や
忘
年
会
な

ど
を
計
画
す
る
な
ど
楽
し
く
過
ご
し
て
い

ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
親
睦
も
深
ま
り
、
以

前
よ
り
も
気
軽
に
声
か
け
し
合
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
男
性
参
加
者
も
増

え
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
み
ん
な
で
楽
し
く
、
気
軽
に
参
加

で
き
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

【
日
時
】
毎
週
水
曜
日
13
時
30
分
～

【
場
所
】
ふ
れ
あ
い
会
館

●
問
い
合
わ
せ
先

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
８
５
‐
２
９
７
６

　

昭
和
55
年
の
建
設
以
来
、
小
規
模
な

修
繕
で
つ
な
い
で
き
ま
し
た
が
、
利
用

者
の
利
便
性
を
向
上
す
る
た
め
に
、
大

規
模
な
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
給
湯
設
備
が
な
く
、
不
便

で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
理
台
か
ら

お
湯
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
調

理
台
の
サ
イ
ズ
も
大
き
く
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
斜
め
に
配
置
し
、
結
果
的
に
ス

ペ
ー
ス
を
有
効
活
用
で
き
ま
し
た
。

　

改
善
セ
ン
タ
ー
は
独
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
へ
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
等
で
の
調
理

で
大
鍋
を
使
用
す
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
洗
い
物
専
用
の
作
業
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
ま
し
た
。

　

ま
た
災
害
時
の
避
難
所
に
も
指
定
し

て
お
り
、
非
常
時
の
炊
き
出
し
の
拠
点

と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
公
共

施
設
で
す
の
で
、
普
段
の
利
用
も
大
切

で
す
。
新
し
く
な
っ
た
調
理
室
で
料
理

教
室
な
ど
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

使
用
料
（
１
時
間
）
昼
間
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜
間
６
０
０
円

　
　
（
冷
暖
房
の
使
用
は
＋
２
０
０
円
）

　

ご
予
約
は
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
８
５
‐
６
４
２
８
ま
で

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

調
理
実
習
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

い
き
い
き
百
歳
体
操
通
信　
Vol
①

百
貫
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
（
村
木
郷
）

▲改修前の調理風景

▲

洗
い
物
専
用
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10
月
８
日
、
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て

平
成
29
年
健
康
づ
く
り
町
民
大
運
動
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
絶
好
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、
各
地

区
の
堂
々
と
し
た
入
場
行
進
か
ら
始
ま

り
、
各
競
技
に
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
の
地
区
に
お
い
て
も
、
多
く
の
応
援

の
方
が
見
え
、
選
手
に
熱
い
声
援
と
温
か

い
拍
手
が
贈
ら
れ
る
中
、
笑
い
あ
り
、
歓

喜
あ
り
の
楽
し
い
運
動
会
と
な
り
、
地
域

の
き
ず
な
が
深
ま
っ
た
一
日
で
し
た
。

【
各
地
区
順
位
】

２
年
に
１
度
の
波
佐
見
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
！

健
康
づ
く
り
町
民
大
運
動
会
開
催
！

１
位　

協
和
郷

２
位　

村
木
郷

３
位　

野
々
川
郷

４
位　

鬼
木
郷

５
位　

永
尾
郷

６
位　

折
敷
瀬
東

７
位　

湯
無
田
下

８
位　

志
折
郷

９
位　

稗
木
場
郷

10
位　

折
敷
瀬
西

11
位　

湯
無
田
上

12
位　

宿
郷

13
位　

小
樽
郷

14
位　

川
内
郷

15
位　

岳
辺
田
郷

16
位　

皿
山
郷

17
位　

三
股
郷

18
位　

甲
長
野
郷

19
位　

金
屋
郷

20
位　

乙
長
野
郷

21
位　

田
ノ
頭
郷

22
位　

井
石
郷

23
位　

平
野
郷

24
位　

中
尾
郷

【
躍
進
賞
】

　
　
　

稗
木
場
郷

お母さんの所へ急げ！
　（もうすぐ一年生）

勝利のためにバトンをつなげ！
　　（小中学生合同リレー） 運動会の始まりだ！

　　（選手宣誓）

　秘訣は仲の良さ？
（タイヤころがしリレー）

力を合わせて！
（綱引き）

つらいけど頑張った！
（力自慢競争）

勝利への執念が魅せた一幕　
　（年代別リレー女子）

プライドをかけた戦い
（年代別リレー男子）

前人未到 !
協和郷、驚異の５連覇！
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10
月
23
日
、
東
京
都
の
国
連
大
学
で
開
か

れ
た
「
第
64
回
国
際
理
解
・
国
際
協
力
の
た

め
の
高
校
生
の
主
張
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
波
佐

見
高
校
２
年
の
太
田
玲
亜
さ
ん
が
、
法
務
大

臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
今
回
太
田
さ
ん
が
コ

ン
ク
ー
ル
で
語
っ
た
全
文
を
掲
載
し
ま
す
。

（
関
連
記
事
は
24
ペ
ー
ジ
）

テ
ー
マ
「
よ
り
人
権
が
守
ら
れ
る
世
界
の
実

現
の
た
め
に
、
国
連
は
何
を
す
べ
き
か
」

副
題　

ユ
ネ
ス
コ
が
行
う
教
育
支
援
の
重
要
性

　
　
　
　
　

波
佐
見
高
校
２
年　

太
田
玲
亜

　

私
た
ち
高
校
生
が
産
声
を
あ
げ
た
17
年

前
、
世
界
は
戦
争
の
20
世
紀
に
別
れ
を
告
げ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
次
の
21
世
紀
が
、
平
和

で
幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
希
望
を
抱
き

ま
し
た
。
夢
と
理
想
を
語
り
合
え
る
、
そ
れ

は
そ
れ
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
だ
っ
た
そ
う
で

す
。

　

と
こ
ろ
が
今
、
世
界
は
平
和
に
な
る
ど
こ

ろ
か
悪
く
な
る
ば
か
り
で
す
。
毎
日
の
よ
う

に
、
ど
こ
か
で
テ
ロ
が
起
き
て
い
ま
す
。
幸

せ
に
暮
ら
し
て
い
た
人
々
が
、
い
き
な
り
命

を
奪
わ
れ
る
の
で
す
。
犠
牲
者
の
中
に
は
、

女
性
、
子
供
、
お
年
寄
り
も
た
く
さ
ん
い
ま

す
。

　

私
は
テ
ロ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
た
び
に
、

言
い
よ
う
の
な
い
悲
し
み
を
覚
え
ま
す
。
た

だ
、
こ
の
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
の
多
く
が
、
子

供
の
頃
、
貧
し
く
て
学
校
に
も
通
っ
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
生
い
立
ち
を
知
る
と
、
胸
が

張
り
裂
け
そ
う
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
私
に
は

思
い
当
た
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

私
は
小
学
４
年
生
か
ら
３
年
間
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
に
あ
る
、
ゼ
ネ
ラ
ル
サ

ン
ト
ス
と
い
う
町
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
地
元
の
学
校
に
通
い
な
が
ら
、
子
供

心
に
気
が
つ
い
た
の
で
す
。
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の

人
の
暮
ら
し
が
日
本
と
比
べ
て
ど
れ
ほ
ど
貧

し
い
か
と
い
う
こ
と
に
。
た
と
え
ば
、水
道
、

電
気
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
な
く
て
、
夜

は
ロ
ウ
ソ
ク
だ
け
の
家
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
、
貧
し
く
て
小
学
校
に
初
め
か
ら
行

け
な
い
子
供
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
そ
の

子
供
た
ち
は
、読
み
書
き
の
訓
練
も
せ
ず
に
、

社
会
に
出
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。
大
人
を
ま
ね
し
て
、
タ
バ
コ
を
吸
う
子

供
が
い
ま
し
た
。
ギ
ャ
ン
グ
の
手
先
と
な
っ

て
暴
れ
回
る
子
供
が
い
ま
し
た
。
安
い
賃
金

で
働
き
、
病
気
に
な
る
子
供
が
い
ま
し
た
。

ど
の
子
の
目
に
も
希
望
が
な
く
、
悲
し
み
で

一
杯
で
し
た
。
そ
れ
は
全
て
貧
し
さ
の
せ
い

で
し
た
。

　
「
貧
す
れ
ば
鈍
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
貧
し
く
な
る
と
、
多
く
の
人
は
そ

の
日
を
暮
ら
す
の
が
精
一
杯
で
、
次
第
に
人

へ
の
思
い
や
り
を
な
く
し
て
い
く
と
い
う
意

味
で
す
。
実
際
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
普
通
に
暮

ら
し
て
い
た
私
も
、
貧
し
い
家
の
子
供
た
ち

か
ら
、
ね
た
み
の
目
で
見
ら
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
貧
し
さ
は
そ
う
で
な
い
人
へ
の
ね

た
み
を
生
み
出
し
ま
す
。
ね
た
み
は
憎
し
み

に
変
わ
り
ま
す
。
そ
う
、
ま
さ
に
貧
し
さ
は

憎
し
み
に
つ
な
が
る
の
で
す
。
今
、
世
界
で

テ
ロ
を
起
こ
し
て
い
る
人
た
ち
は
そ
ん
な
子

供
時
代
を
過
ご
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

貧
し
さ
と
憎
し
み
の
つ
な
が
り
を
絶
つ
正

し
い
方
法
は
一
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
教
育
を
き
ち
ん
と
受
け
る
こ
と
で
す
。
そ

し
て
、
国
連
に
は
、
ユ
ネ
ス
コ
が
あ
り
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
憲
章
の
一
部
を
引
用
し
ま
す
。「
ユ

ネ
ス
コ
は
、
一
般
に
共
有
す
る
価
値
観
を
尊

重
す
る
こ
と
に
基
づ
き
、持
続
可
能
な
開
発
、

平
和
の
文
化
、
人
権
の
遵
守
、
貧
困
の
削
減

を
目
指
す
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
世

界
中
で
、
教
育
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
が
ユ

ネ
ス
コ
で
す
。
と
り
わ
け
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協

会
は
、
世
界
寺
子
屋
運
動
と
い
っ
て
、
子
供

だ
け
で
な
く
読
み
書
き
で
き
な
い
大
人
へ
の

支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。
実
は
私
た
ち
も
そ

れ
に
参
加
で
き
ま
す
。募
金
も
そ
う
で
す
が
、

書
き
損
じ
は
が
き
を
送
っ
て
下
さ
い
。
そ
れ

は
１
枚
45
円
の
お
金
と
な
り
、
学
校
の
建
設

や
運
営
に
充
て
ら
れ
る
の
で
す
。
こ
の
運
動

の
お
か
げ
で
多
く
の
人
々
が
、
貧
し
さ
か
ら

逃
れ
る
方
法
を
見
つ
け
出
し
ま
し
た
。
人
の

命
も
自
分
の
命
も
か
け
が
え
の
な
い
も
の
だ

と
気
づ
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
テ
ロ
の
暴
力

が
は
び
こ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
、
ユ
ネ
ス
コ
の
活
動
に
理
解
を
深

め
、
積
極
的
に
そ
れ
に
関
わ
る
よ
う
に
な
る

べ
き
な
の
で
す
。

　

私
の
第
２
の
故
郷
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ミ
ン

ダ
ナ
オ
は
、
今
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
活
動
場
所

に
な
り
か
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
も
し
か
し

て
、
テ
ロ
の
グ
ル
ー
プ
に
、
貧
し
さ
に
絶
望

し
た
、
あ
の
悲
し
い
目
の
子
供
た
ち
が
加

わ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
、
不

安
で
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
に
お
願

い
し
ま
す
。
彼
ら
を
救
う
た
め
に
も
ユ
ネ
ス

コ
の
役
割
を
理
解
し
、応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
が
、
21
世
紀
が
平
和
に
な
る
最
初
の
一

歩
だ
と
思
い
ま
す
。
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「
サ
ミ
ッ
ト
は
笑
顔
に

　
　
　

溢
れ
る
」
の
巻
（
最
終
回
）

第
６
弾

最
後
と
な
る
今
回
は
、
２
日
間
で
延
べ
千
人
が
参
加
し
た
『
笑

い
と
感
動
』
の
サ
ミ
ッ
ト
の
模
様
を
お
届
け
し
ま
す
。

第
23
回
全
国
棚
田
（
千
枚
田
）

　
　
　
　
　

サ
ミ
ッ
ト
無
事
終
わ
り
ま
し
た

　

約
半
年
に
わ
た
り
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
サ
ミ
ッ
ト
レ

ポ
ー
ト
も
最
終
回
と
な
り
ま
す
。
平
成
26
年
に
波
佐
見
町
開

催
が
決
定
し
て
か
ら
早
３
年
。
準
備
に
時
間
を
か
け
た
分
、

大
会
は
ほ
ぼ
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
参
加
者
か
ら
は
、
せ
っ
か
く
の
全
国
大
会
に
も
っ

と
町
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
の
か
、
と

ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、期
限
を
過
ぎ
た
申
し
込
み
は
、

会
場
の
都
合
で
お
断
り
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
し
た
声
が
出
る
と
い
う
こ
と
は
、
サ
ミ
ッ
ト
の
内
容
が

充
実
し
て
い
た
か
ら
だ
と
前
向
き
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

９
月
28
日
の
お
昼
前
は

あ
い
に
く
の
小
雨
交
じ

り
。
急
き
ょ
、
会
場
を
体

育
セ
ン
タ
ー
に
変
更
し
ま

し
た
。
浄
瑠
璃
用
の
舞
台

を
背
景
に
踊
り
が
映
え
ま

し
た
（
結
果
オ
ー
ラ
イ
）。

ス
テ
ー
ジ
か
ら
飛
び
出
し

た
猿
は
、
会
場
の
笑
い
を

誘
い
、
お
ひ
ね
り
が
投
げ

ら
れ
る
な
ど
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
典
の
ト
ッ
プ
を

飾
る
児
童
合
唱
団
。
園
児

か
ら
大
学
生
ま
で
総
勢
67

名
の
団
員
が
全
国
の
棚
田

の
写
真
を
背
景
に
繰
り
広

げ
ら
れ
る
懐
か
し
い
楽
曲

を
披
露
し
ま
し
た
。
大

ホ
ー
ル
を
埋
め
尽
く
し
た

聴
衆
は
、
迫
力
あ
る
ス

テ
ー
ジ
に
魅
了
さ
れ
、
感

動
で
涙
目
の
人
が
続
出
し

ま
し
た
。
ブ
ラ
ボ
ー
!!

〝
集
落
と
一
体
と
な
っ
た
〟
鬼
木
棚
田
の
魅
力
を
発
表

　

長
崎
大
学
の
大
学
院
生
・
永
渕
嵩
さ
ん
か
ら
鬼
木
棚
田
の

特
徴
を
報
告
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
調
査
で
感
じ
た
鬼

木
郷
の
魅
力
と
し
て
、
①
関
門
（
旧
鬼
木
公
民
館
前
）
か
ら

広
が
る
パ
ノ
ラ
マ
の
景
色
、
②
〝
地
産
地
消
〟
の
石
積

棚
田
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
、
③
清
流
水
と
称
え
ら
れ
る
生
活

を
支
え
る
水
の
豊
富
さ
、
④
空
き

家
の
少
な
い
統
一
感
の
あ
る
集
落
、

⑤
伝
統
文
化
を
受
け
継
ぐ
地
元
の

人
た
ち
の
温
か
み
、
と
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

従
来
の
サ
ミ
ッ
ト
と
一
線
を
画
し
た
抱
腹
絶
倒
の
講
演

　

昼
下
が
り
の
講
演
会
と
い
う
と
睡
魔
が
襲
う
も
の
で
す

が
、
歌
謡
曲
や
川
柳
を
織
り
交
ぜ
た
三
善
さ
ん
の
話
に
は
、

随
所
に
笑
い
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。「
何
も
し
な
い

こ
と
が
農
業
の
失
敗
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
郷
土
愛
に
火
を

つ
け
よ
う
！
」
と
棚
田
関
係
者
に
熱
く
語
り
か
け
て
い
ま
し

た
。
地
域
資
源
（
人
）
を
活
か
し
、

遊
ぶ
・
学
ぶ
・
泊
ま
る
に
シ
フ
ト
し

て
い
る
価
値
観
に
、
農
村
の
魅
力
を

ど
う
売
り
込
む
か
を
考
え
る
機
会
に

な
り
ま
し
た
。「
米
を
売
る
な
！
お

に
ぎ
り
を
売
れ
！
」
が
村
お
こ
し
の

ヒ
ン
ト
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ち
ょ
っ
ぴ
り
ユ
ー
モ
ラ
ス
な

　
　
　
　
　
　
「
鬼
木
浮
立
」

圧
巻
の
歌
声「
児
童
合
唱
団
」

　
　
　
　
　
　

お
礼
状

　

さ
て
、
こ
の
度
は
、「
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
」
に
際
し

ま
し
て
、
町
民
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
参
加
者
も
波
佐
見
ら
し
い
サ
ミ
ッ
ト

の
内
容
に
満
足
い
た
だ
き
、
大
成
功
の
う
ち
に
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
、
広
い
世
代
で
棚
田

を
保
全
す
る
意
義
を
再
認
識
で
き
た
こ
と
は
、
中
山
間
地

域
の
農
業
の
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
成
果
を
次
へ
つ
な
げ
て
い
く
所
存
で
す
。

　
　
　

第
23
回
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
事
務
局
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大
村
湾
の
ふ
る
さ
と
〝
鬼
木

棚
田
〟
を
見
学
し
ま
し
た
。
美

味
し
い
米
は
、
き
れ
い
な
水
が

育
て
ま
す
。
即
ち
鬼
木
棚
田
の

保
全
活
動
は
、
美
し
い
大
村
湾

に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
ま
た
陸

と
海
の
つ
な
が
り
を
見
つ
め
る

パ
ネ
ル
展
（
協
力
：
長
崎
大
学

水
産
学
部
中
田
教
授
）
も
実
施

し
ま
し
た
。

７
つ
の
会
場
に
分
か
れ
て
の
分
科
会
・
・
・
そ
れ
ぞ
れ
で
議
論
が
白
熱
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
参
加
者
の
声
よ
り
）

海
フ
ェ
ス
タ
大
村
湾

　
　
　
　

ｉ
ｎ
波
佐
見

～
海
と
日
本

　

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
～

　
　
　
　

も
同
時
開
催

第
１
分
科
会

「
迎
え
よ
う
！
社
交
あ
ふ
れ
る
美
し
い
棚
田
で
」

パ
ネ
リ
ス
ト
の

　
　
　
　

原
田
賢
一
さ
ん

第
２
分
科
会

「
出
掛
け
よ
う
！
社
交
を
求
め
楽
し
い
棚
田
へ
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

　
　
　
　

井
手
修
身
さ
ん

第
３
分
科
会

「
社
交
性
を
発
揮
！
お
い
し
い
棚
田
の
お
も
て
な
し
」

パ
ネ
リ
ス
ト
の

　
　
　
　

楠
本
俊
子
さ
ん

特
別
分
科
会

「
陶
と
農
の
交
わ
り
！
食
卓
を
支
え
る
生
地
職
人
」

責
任
者
の
平
野
英
延
さ
ん

棚
田
の
ま
も
り
び
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

　
　
　
　

中
島
峰
広
さ
ん

首
長
会
議

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

　
　
　

千
賀
裕
太
郎
さ
ん

国
際
分
科
会

発
表
者
の
安
井
一
臣
さ
ん

　

今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ

と
に
自
信
を
も
つ
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
。
パ
ネ

リ
ス
ト
は
初
め
て
の
経
験

で
緊
張
し
た
が
、
良
い
勉

強
に
な
っ
た
。
来
年
の
サ

ミ
ッ
ト（
長
野
県
小
谷
村
）

に
も
是
非
参
加
し
た
い
。

　

保
存
会
の
活
動
を
持
続

す
る
た
め
に
は
、
組
織
を

法
人
化
し
、
取
組
を
事
業

化
し
な
け
れ
ば
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
は
続
か
な
い
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

中
山
間
地
域
の
支
援
策
と

し
て
期
待
さ
れ
て
お
り
、

協
力
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
都
会
の
若
者
も
多
い
。

食
糧
生
産
と
環
境
修
復
が

22
世
紀
に
向
け
て
課
せ
ら

れ
た
課
題
。
広
い
意
味
で

の
国
際
化
が
必
要
。
来
年

も
国
際
分
科
会
を
開
い
て

欲
し
い
。

鬼
木
へ
ア
ド
バ
イ
ス

　

も
っ
と
商
売
っ
気
を
出

し
て
く
だ
さ
い
。
駐
車
場

代
を
取
っ
て
も
可
。
外
か

ら
来
る
人
に
保
全
の
た
め

の
負
担
を
求
め
、
棚
田
の

魅
力
・
価
値
を
提
供
し
て

く
だ
さ
い
。

　

食
に
欠
か
せ
な
い
の
が

器
で
す
。
生
地
職
人
さ
ん

に
よ
る
「
や
き
も
の
づ
く

り
」
の
実
演
は
、
波
佐
見

で
し
か
で
き
な
い
分
科
会

で
し
た
。
波
佐
見
焼
の
知

名
度
向
上
に
繋
が
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

サ
ミ
ッ
ト
で
は
初
め
て

の「
女
子
会
」と
い
う
取
り

組
み
に
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
が
喜
ん
で
い
た
。
他
の

発
表
者
が
ベ
テ
ラ
ン
揃
い

で
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
外

に
出
て
経
験
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
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波
佐
見
流
！　

皿
踊
り
で
盛
り
上
が
る
「
全
体
交
流
会
」

９
月
29
日
快
晴　

天
気
も
味
方
に
し
た
大
感
動
の
現
地
見
学
会

　

や
き
も
の
公
園
で
は
、
見
学
者
へ
小
学
生

自
ら
が
作
っ
た
ウ
エ
ル
カ
ム
カ
ー
ド
を
手
渡

し
ま
し
た
。
最
初
は
ド
キ
ド
キ
し
た
様
子
の

小
学
生
も
次
第
に
打
ち
解
け
、
波
佐
見
町
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
後
日
、
学
校
へ
お
礼

の
手
紙
が
届
け
ら
れ
る
な
ど
大
変
好
評
で
し

た
。
児
童
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
課
外
授
業

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

①②③

④⑤

⑥

⑦

⑧

①スマホを片手に皿山人形　
　浄瑠璃に食い入る観客

②波佐見焼で乾杯用の盃。
　サミットのために作製し
　ていただきました。

③取り皿もすべてお持ち帰
　りＯＫ！　会話も弾みま
　す。

④お目当ての料理に一斉に
　手が伸びています。

⑤食改・婦人会さんのお料
　理も好評。小谷村長さん
　（中央）も満面の笑み。

⑥ザ！余興。これが、波佐
　見皿踊りの原点。伝統が
　引き継がれています。

⑦皿を持てば、誰もが思わ
　ず鳴らしたくなります。

⑧フィナーレは総踊り。体
　育センターを埋め尽くし
　た５００人が皿を〝カチ
　カチ〟と鳴らし皿踊りを
　楽しんでいました。町長
　自ら実技指導。

棚
田
の
説
明
も
大
忙
し

中
尾
上
登
窯
を
望
む

源
さ
ん
に
見
と
れ
て

お
母
さ
ん
総
動
員
！

窯
元
さ
ん
か
ら
の

　
　
　

丁
寧
な
説
明

根
掘
り
葉
堀
り

　
　

会
話
が
弾
み
ま
す

小
学
生
も
交
流
に
一
役

背
中
が
語
る

　

波
佐
見
焼
の
伝
統

案
山
子
も
お
出
迎
え
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全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
は
共
同
宣

言
（
左
記
）
に
集
約
さ
れ
ま
す
。

鬼
木
棚
田
協
議
会
の
若
手
を
代
表

し
、
清
水
大
輔
さ
ん
・
川
平
雅
昭

さ
ん
・
平
田
和
隆
さ
ん
が
堂
々
と

宣
言
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
来

年
開
催
の
長
野
県
小
谷
村
の
松
本

村
長
に
全
国
棚
田
（
千
枚
田
）
連

絡
協
議
会
旗
を
引
き
継
ぎ
、
２
日

間
の
サ
ミ
ッ
ト
は
無
事
閉
幕
し
ま

し
た
。

棚
田
サ
ミ
ッ
ト
の
成
果

　

サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
て
、
す
ぐ

に
効
果
が
目
に
見
え
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
基
調
講
演
・
分

科
会
で
出
さ
れ
た
提
案
や
繋
が
っ

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
そ
う
と

農
業
者
自
身
が
刺
激
を
受
け
た
こ

と
、
自
分
の
暮
ら
す
棚
田
の
保
全

に
関
心
を
持
つ
若
い
世
代
が
増
え

た
こ
と
は
、
大
き
な
前
進
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
耕
作
条
件
が
不

利
な
棚
田
で
も
キ
ラ
リ
と
光
る
可

能
性
が
垣
間
見
え
ま
し
た
。

運
営
を
支
え
た
ス
タ
ッ
フ
た
ち
。

関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結

果
、
笑
顔
で
大
会
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

閉
会
式
「
共
同
宣
言
」
で
サ
ミ
ッ
ト
を
締
め
る

第 23 回全国棚田（千枚田）サミット共同宣言（全文）
　このたび、長崎県波佐見町において、「棚田は 21 世紀の社交場」

をメインテーマに、棚田に関わる人たちが集い、第 23 回全国棚

田（千枚田）サミットを開催いたしました。

　私たちは、先人たちの知恵と努力に感謝しながら、厳しい環境

の下、中山間地域等直接支払制度等を活用しながら、それぞれの

地域の棚田を守り続けてきました。これからは国民全体への輪と

して拡げるとともに、国民一人ひとりが何らかの形で、棚田とそ

の地域を応援していただける取組を目指します。

　人が集まる棚田には、「美しい」「楽しい」「おいしい」等の要素

があります。そうした魅力のある棚田を作るには、棚田で迎える

人（農村）だけではなく、棚田へ出掛ける人（都市）の力が必要です。

人と人の繋がり（出会い・触れ合い・分かち合い）を大切にする

ことで、「社交場」と呼ぶに相応しい 21 世紀の棚田を実現します。

　今、棚田への理解が深まっています。これを好機と捉え、棚田

は歴史の、社会の、人々の貴重な財産であることを発信し、みん

なの力を合わせて美しい棚田を未来へ引き継ぐため、次のとおり

宣言します。

１　美しい棚田は日本の誇り

　　私たちは、永続的に美しい景観が保全されるよう、社会全体

　で棚田を支える機運を醸成しましょう。

２　楽しい棚田は連携の場

　　私たちは、農村と都市の交流を図り、知恵を出し合い、棚田

　の経済活動を活性化させましょう。

３　おいしい棚田は女性の力

　　私たちは、田舎が持つ“おもてなし力”を活かすため、女性

　が積極的に参加できる６次産業化をサポートしましょう。

　　　　　　　　　　　　　平成 29 年 9 月 29 日

第 23 回全国棚田（千枚田）サミット

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

棚
田
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　

電
話　
（
８
５
）
２
９
８
０　

長野県小谷村へバトンタッチ

鬼木棚田の後継者に託す

お見送りには「はちゃまる」も登場！
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学
生

　

外
へ

　四少年が訪問した 16 世

紀の修道院。当時の最高傑

作とも誉れ高い建物です。

　12 世紀から 13 世紀に

かけて建造された大聖

堂。伊東マンショと千々

石ミゲルが弾いたパイプ

オルガンがあり、今なお

日曜日のミサで使われて

います。今度は音色を聴

きに行きたいです。（優）

海中

①リスボン

ジェロニモス修道院

　壁の装飾などが、人の手

で掘られたものとは信じら

れないくらい精巧で綺麗で

した。流血したキリスト像

は少し怖かったです。（萌）

③エヴォラ

エヴォラ大聖堂

④ヴィラ・ヴィソーザ

ブラガンサ公爵館
　当時ポルトガル随一の公

爵家「ブラガンサ家」の館。

公爵はもとより、その母君

からも厚くもてなされまし

た。行き帰りのどちらでも

立ち寄っています。

パイプオルガンは２階に

②①

③

④

⑤

⑥

四少年の足跡（　　　）
①→③→④→スペイン・イタリア
→④→③→①→⑤→①→日本

今回の行程（　　　）
①→②→③→④→⑤→⑥→日本

リスボン

エヴォラ

ヴィラ・ヴィソーザ

コインブラ

ポルト

　この日は四少年の歴史を

研究しているディアゴ・サ

ルゲイロさんと通訳の田中

紅子さんに館内を詳しく案

内してもらいました。

　当時のまま残っている絨

毯や台所などを見ると、時

が止まっているような感覚

がして、昔の様子が伝わっ

てきました。（優）

　四少年が乗った馬車や着

替えた部屋など、とても貴

重なものを見ることができ

ました。( 萌）

平
成
の
遣
欧
少
年
使
節
団

　

今
か
ら
お
よ
そ
４
０
０
年
前
、
波
佐

見
町
出
身
の
原
マ
ル
チ
ノ
は
、
３
人
の

仲
間
た
ち
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
渡
り
、
歴

史
に
名
を
残
し
ま
し
た
。

　

波
佐
見
町
で
は
、
こ
の
天
正
遣
欧
少

年
使
節
に
ゆ
か
り
の
あ
る
大
村
市
（
キ
リ

シ
タ
ン
大
名　

大
村
純
忠
）、
南
島
原
市
（
有

馬
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
）、
西
海
市
（
中
浦
ジ
ュ
リ

ア
ン
）、
雲
仙
市
（
千
々
石
ミ
ゲ
ル
）、
宮
崎

県
西
都
市
（
伊
東
マ
ン
シ
ョ
）
と
合
同
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
派
遣
当
時
の
少
年
使
節
と

同
年
代
に
な
る
中
学
生
を
対
象
に
、
少

年
た
ち
の
足
跡
に
学
ぶ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

派
遣
事
業
を
３
年
に
１
度
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
、
波
佐
見
町
か
ら
波
佐
見

中
学
校
３
年
の
山
下
優
さ
ん
（
永
尾
郷
）

と
山
下
萌
々
子
さ
ん
（
折
敷
瀬
郷
）
が

ポ
ル
ト
ガ
ル
を
訪
れ
ま
し
た
。
今
回
は

そ
の
報
告
で
す
。
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な
ん
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
？

　

マ
ル
チ
ノ
た
ち
は
船
旅
で
ロ
ー
マ

を
目
指
し
ま
し
た
が
、
初
め
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
地
を
踏
み
し
め
た
の
が
、
当

時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
海
の
玄
関
口
で

あ
っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
リ
ス
ボ
ン
で
し

た
。

　

今
回
は
、
ロ
ー
マ
往
復
の
道
中
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
国
内
で
少
年
た
ち
が
経
験
し

た
出
来
事
を
追
い
か
け
な
が
ら
、
そ
の

偉
業
を
学
び
ま
し
た
。

⑤コインプラ

コインプラ大学
　ポルトガル最古にし

て、欧州屈指の名門大学。

四少年はこの街でクリス

マスを過ごしました。

ポ
ル
ト
ガ
ル
へ
行
っ
て

食
事
編

ポルトガルでの食事はどうだった？

　ポルトガルも米食な

ので気軽に食事を楽し

めました。魚介類が多

く、美味しかったです。

（優）

　日本人の口に合う味

付けでした。エスカル

ゴは衝撃的でしたが、

貝のような味で意外

と美味しかったです。

（萌）

生
活
編

ポルトガルで過ごしてどうだった？

　親日家が多く、日本

語で話しかけてくれた

人もいました。

　日本の良さも再認識

できました。（優）

　ポルトガルに限ら

ず、ヨーロッパの人た

ちはのんびりしている

と聞いて羨ましかった

です。（萌）

②シントラ市

シントラ市役所
　大村市の姉妹都市。こ

の日は市役所内で現地学

生と交流。習っていた英

語で趣味やお互いの国の

ことなどを話しました。

　英語が話せれば様々な

国の人と話せることを改

めて実感しました。もっ

と勉強したいな。（優）

　図書館には、かつて本

を破ったりした生徒を入

れる牢屋が。当時本がど

れほど貴重であったかを

感じられました。（萌）

　

初
め
て
の
海
外
で
、
初
め
て
見
る
景
色
、

建
物
な
ど
、
写
真
だ
け
で
は
感
じ
き
れ
な
い

美
し
さ
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

４
２
０
年
前
に
四
少
年
が
見
た
も
の
や
学
ん

だ
こ
と
を
同
じ
よ
う
に
体
験
で
き
て
、
文
章

で
う
ま
く
書
き
表
せ
な
い
く
ら
い
感
動
し
ま

し
た
。

　

私
は
将
来
海
外
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
回
ポ
ル
ト
ガ
ル
へ
行
っ
て
、
知
っ

た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
大
切
に
し
て
、
今

後
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

優

　

日
本
と
の
文
化
の
違
い
や
歴
史
な
ど
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
だ
ほ
か
、
何
か
し
て

も
ら
っ
た
ら
「
オ
ブ
リ
ガ
ー
ト
（
あ
り
が

と
う
）」、
朝
出
会
っ
た
ら
「
ボ
ン
・
テ
ィ
ア

（
お
は
よ
う
）」
な
ど
、
簡
単
な
言
葉
で
も
伝

え
る
こ
と
に
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
日
本
を
離
れ
て
、
改
め
て
日
本
の

良
い
と
こ
ろ
再
認
識
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。

　

世
界
中
の
人
に

日
本
の
良
さ
を
伝

え
ら
れ
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
っ
と

英
語
を
勉
強
し
て
、

将
来
は
国
際
的
な

仕
事
が
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

山
下　

萌
々
子
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【入居資格】
（１）申込者本人が成人（20 歳未満の既婚者を含
む。）であること。

（２）現在、同居又は同居しようとする親族がい
ること。単身での入居は年齢等の要件があります。

（３）現在、住宅に困っていること。
（４）国税及び地方税等の滞納がないこと。
（５）入居しようとする方全員の収入が公営住宅
法に定められた収入基準に該当していること。（収
入が多すぎると入居できません。）

（６）入居しようとする方が暴力団員でないこと。

【申込方法】　入居申込書等必要書類を提出してく
ださい。（用紙は建設課でお求めください。）

【申込期間】　12 月 15 日 （金）　17：00 まで
【選考方法】　入居者選考委員会にて、住宅に困窮
している度合いの高い方から入居を決定します。

【入居時期】　平成 30 年 2 月頃
【そ の 他】　入居決定者は、敷金として家賃の 3
か月分の納付及び保証人請書を提出しなければな
りません。
●問い合わせ先　建設課管理班☎ 85－3383

▼江良山Ｂ棟 ▼山崎Ａ棟 ▼山崎Ｇ棟

▼中尾Ｂ棟

※間取図は左右反転となる場合があります。網戸は標準設備ではありません。

１階　２階

▼協和Ｃ棟

１階　２階

町営住宅の入居者募集

※入居される世帯の収入により家賃を決定します。

団地名 建物名 所在地 募集戸数 建築年数 規格 参考家賃（※）

江良山 B 棟 折敷瀬郷 1326 番地 1 戸 昭和 54 年度 3ＤＫ 60．7㎡ 14，400 円 ～28，400 円

山崎 A 棟 折敷瀬郷 1880 番地 2 1 戸 平成 18 年度 2ＬＤＫ 58．7㎡ 20，800 円 ～53，700 円

山崎 G 棟 折敷瀬郷 1880 番地 2 1 戸 平成 18 年度 3ＬＤＫ 74．3㎡ 26，300 円 ～52，300 円

中尾 B 棟 中尾郷 779 番地 1 戸 昭和 47 年度 2Ｋ 33．1㎡ 4，400 円 ～9，400 円

協和 Ｃ棟 長野郷 733 番地 １戸 昭和 59 年度 3ＤＫ 63．7㎡ 16，300 円 ～38，200 円
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　　波佐見町消防団協力事業所表示制度
　　消防団に協力している事業所へ表示証を交付
　地域の消防防災力の充実強化等を目的として、波佐見町消防団の活動に協力いただいている事業所へ
表示証を交付しました。
　この表示証は、事業所の見えやすい場所に掲示するほか、印刷物やＨＰへの掲載などに活用できます。

新
教
育
長
に
中
嶋
健
蔵
さ
ん
就
任

　

こ
の
ほ
ど
、
任
期
満
了
に
よ
り
教

育
長
を
退
任
さ
れ
た
岩
永
聖
哉
さ
ん

（
折
敷
瀬
郷
）
の
後
任
に
中
嶋
健
蔵

さ
ん
（
稗
木
場
郷
）
が
議
会
の
同
意

を
得
て
10
月
23
日
付
け
で
就
任
し
ま

し
た
。

　

中
嶋
教
育
長
は
、
県
内
小
学
校
教
諭
、
三
川
内
、
東
及
び
中

央
小
学
校
校
長
を
歴
任
し
、
定
年
退
職
後
は
教
育
委
員
会
指
導

主
事
と
し
て
学
校
を
指
導
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
学
校
教
育
の
拡
充
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、
生
涯

教
育
の
推
進
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
等
、
波
佐
見
町
の
教

育
行
政
の
充
実
に
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
た
び
退
任
さ
れ
た
岩
永
前
教
育
長
は
、
3
期
12

年
も
の
長
き
に
わ
た
り
、
本
町
の
教
育
行
政
の
発
展
に
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
中
嶋
教
育
長
の
就
任
に
伴
い
、
波
佐
見
町
教
育
委
員

会
は
従
来
の
教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
統
合
し
た
、
新
教
育
委

員
会
制
度
（
新
教
育
長
制
度
）
に
移
行
し
ま
し
た
。
教
育
長
の

任
期
は
３
年
間
、
教
育
委
員
の
任
期
は
従
来
ど
お
り
４
年
間
で

す
。

【
波
佐
見
町
教
育
委
員
会
構
成
】

　

教
育
長　
　

中
嶋　

健
蔵

　

教
育
委
員　

石
部　

和
彦　
（
乙
長
野
郷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
教
育
長
職
務
代
理
者

　

教
育
委
員　

馬
場　

清
治　
（
中
尾
郷
）

　

教
育
委
員　

岳
村
さ
ゆ
り　
（
野
々
川
郷
）

　

教
育
委
員　

小
栁　

吉
喜　
（
宿
郷
）

▲中嶋健蔵教育長

▲上山建設（第一号） ▲小佐々建設 ▲県央農協波佐見東支店

波佐見町ものづくり奨学金の奨学生募集
　町には、次世代の日本のものづくりを担う人材を育て、ひいては波佐見町の産業の振興を図ることを
目的とした奨学金制度があります。
　美術系大学への進学を希望する学生や、既に在学している方がいるご家族はご利用を検討ください。
　奨学金の詳細な申請方法については、教育委員会へお尋ねください。

貸与月額 貸与期間 奨学金対象者 償還猶予期間 償還期間 備考

月額50，000円 大学 4 年間
美術系大学へ進学予定

又は在学中の学生
1 年 10 年 他の奨学金と併給可

１．申請書の受付期間　　12 月 25 日（月）から翌年 1 月 24 日（水）
２．債務の減額について
　奨学金返済期間中に、波佐見町に在住し大学で学んだことを生かした職業についている期間、債務の
一部減額申請を行うことにより、年間最大 24 万円、5 年間で 120 万円の債務減額が受けられます。
●問い合わせ先　教育委員会 教育総務係　☎ 85－2034
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第 62 回長崎県美術展

最高の誉れを
　第 62 回長崎県美術展（県展）で波佐見中学校 山下
愛絵教諭が、洋画部門　最優秀賞の「野口彌太郎賞」
を受賞しました。
　この県展は長崎県内最大の美術公募展であり、アマ
チュア最高峰の展覧会に位置づけられています。
　今後のますますのご活躍と波佐見の子どもたちへの
指導に期待が高まります。

　10 月 22 日、村木郷畑ノ原窯において、中高
連携やきもの文化プログラムの窯出しを行いま
した。
　このプログラムは中学校と高校が連携して、
地元の原料・人材を活用して、作陶、絵付け、
焼成までを体験することを目的に行なってお
り、今年で 13 回目を迎えました。
　今年度も生徒の素晴らしい作品が焼き上がり
ました！

波佐見町戦没者慰霊祭

 10月9日に総合文化会館で、本町出身戦
没者612柱（東地区379柱、南地区233柱）の
御霊をお迎えして平成29年度波佐見町戦
没者慰霊祭が開催されました。
　遺族、来賓併せて約160名が参列し、先
の大戦において国難に殉じられた英霊に
対し慰霊を行いました。
　当日は陸上自衛隊大村駐屯地音楽隊による、国歌吹奏やアトラクショ
ンも披露されました。

民生委員制度創設100周年

　今年度で民生委員制度が100周年を迎えるにあたり、10月31日に1記
念大会が県内の民生委員児童委員約2，300名参加のもと長崎ブリック
ホールで開催されました。大会では、これまでの歴史を振り返るととも
に、表彰や講演、活動報告が行われました。波佐見町民生委員児童委員
協議会では、大会会場に「会食のつどい」や「給食サービス」、「支え合い
マップ」など、波佐見町独自の活動を示した展示を行いました。
　この大会で、民生委員・児童委員が誇りを持ち、やりがいを感じるこ
との大切さを改めて感じ、これからの活動のさらなる発展と充実に向
けて、想いを新たにすることができました。

人々の生活と共に 100 年

戦没者を追悼し平和を祈念する

中高連携やきもの文化体験

波佐見の伝統を継ぐ

◀
作
品
名
「
つ
な
ぐ
」
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絵本おちばのプールの出版に寄せて

絵本作家山口まさよしさん帰郷

町民文化祭

　本町志折郷出身の山口まさよしさん（千葉県在
住）が、自身初の全編にわたり絵を描いた絵本「お
ちばのプール」の出版に合わせて帰郷し教育委員
会を訪問されました。
　これまで、多くの児童書の挿絵を手掛けられ、

（一社）家の光協会「ちゃぐりん」の挿絵も担当
しており、町図書館にも絵画を寄贈されています。
　数年に一度しか帰郷
できていないとのこと
で し た が、 東 京 で も
波佐見町の知名度が上
がっており、帰郷して
活気があることが特に
嬉しかったと話されて
いました。
　訪問に合わせて「お
ちばのプール」を寄贈
いただき、町図書館で
貸し出し中です。

　10 月 28、29 日の両日、総合文化会館で
町民文化祭が開催されました。
　会場は、様々な文芸作品や生け花、書道
や絵画、小中高生の作品などや特種書道具、
史談会、蓄音器、折り紙などの体験コーナー
で来場者を楽しませていました。
　29 日の芸能発表では吹奏楽やダンス、
日本舞踊など多様な演技が披露され、それ
ぞれに盛大な拍手が送られました。屋外で
実施されたバザーにも多くの人が集まりま
した。
　写真コンテストの結果は下記のとおりで
す。写真は毎年発行される波佐見文化に掲
載予定です。
　【コンテスト結果】
　優　勝　田中徹郎さん
　　　　　「雨あがり」
　準優勝　山川　清さん
　　　　　「鹿山相撲のこったのこった」
　第３位　馬場徳次さん
　　　　　「茅葺の家」

▲作品展示にも多くの人が▲「雨あがり」

▲華やかなステージ発表

波佐見の芸術・文化・歴史が終結
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お子さまの教育資金を「国の教育ローン」がサポート！
　高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用
を対象とした公的な融資制度です。

【融 資 額】　お子さま 1 人あたり 350 万円
【金　　利】　年 1．81％　固定金利
※母子・父子家庭又は世帯年収 200 万円（所得
122 万円程度）以内の方は年 1．41％（平成 29 年
4 月 3 日現在）

【返済期間】　15 年以内

【使 い 道】　入学金、授業料、教科書代、アパー
　　　　　　ト等の敷金・家賃

【返済方法】　毎月元利均等返済
　　　　　　（ボーナス時増額返済も可能）

【保　　証】　（公財）教育資金融資保証基金
　　　　　　（連帯保証人による保証も可能）
　詳しくは国の教育ローンで検索、又は教育ロー
ンコールセンター（☎ 0570 － 008656）まで。

波佐見町振興計画審議会委員を募集します
　波佐見町第 10 次基本計画を策定するにあたり、
広く町民の意見を聴き、計画の円滑な実現を図る
ため、波佐見町振興計画審議会委員（3 名）を募
集します。「まちづくり」に対するあなたの考え
をお聞かせください。

【募集期間】　11 月 24 日 ( 金 ) まで。
【応募資格】　町内に居住している 18 歳以上の方
【任　　期】　任命日から起算して 2 年間

【応募方法】　
　市販の原稿用紙（Ａ 4 判 400 字詰め）3 枚程度に、
住所、氏名を記入し、「まちづくり」に対するあ
なたの考えを作文形式にして、応募申込書（住所、
氏名、年齢、性別、電話番号を記入したもの）と
一緒に提出してください。※応募いただいた論文
は、返却いたしません。
●応募・問い合わせ先
　企画財政課企画班　☎ 85－8400

愛
媛
国
体
で
見
事
優
勝
！

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
女
子

　

10
月
に
愛
媛
県
で
開
催
さ
れ
た
第
72
回

国
民
体
育
大
会
（
愛
媛
国
体
）
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
少
年
女
子
の
部
で
、
湯
無
田
郷
の

福
田
芽
生
さ
ん
、
横
石
眞
弥
さ
ん
が
所
属

す
る
長
崎
県
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
し
ま
し

た
。

　

こ
の
快
挙
に
２
人
は
「
高
校
最
後
の
大

会
の
愛
媛
国
体
で
、
優
勝
に
貢
献
す
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
い

つ
も
応
援
し
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様

に
感
謝
た
し
ま
す
。（
福
田
）」、「
長
崎
県

代
表
と
し
て
国
体
に
出
場
さ
せ
て
も
ら

い
、
優
勝
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
今
ま
で
支
え
て
応
援
し
て

い
た
だ
い
た
方
々
に
た
く
さ
ん
の
あ
り
が

と
う
を
伝
え
た
い
で
す
。（
横
石
）」
と
喜

び
と
感
謝
の
コ
メ
ン
ト
。

　

福
田
芽
生
さ
ん
、
横
石
眞
弥
さ
ん
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

　

東
彼
杵
郡
中
学
体
育
大
会（
駅
伝
大
会
）

が
10
月
３
日
に
川
棚
町
大
崎
半
島
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
男
女
と
も
に
健
闘
し
、
見

事
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
両
チ
ー
ム

は
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

■
男
子　

優　

勝　

川
棚
Ａ

　
　
　
　

準
優
勝　

波
佐
見
Ａ

■
女
子　

優　

勝　

川
棚
Ａ

　
　
　
　

準
優
勝　

波
佐
見
Ａ　
　

東
彼
杵
郡

中
学
体
育
大
会
（
駅
伝
）

最
終
試
合
で
は
、
両
名

が
得
点
に
絡
む
打
撃
を

魅
せ
ま
し
た
。

▼
横
石
眞
弥
選
手

◀
福
田
芽
生
選
手
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健康テレホンプログラム
☎ 0120-555-203

※携帯電話の方は 095-826-5511
11 月

月 過去の病気ではない結核

火 変形性股関節症・股関節の痛み

水 おとなとこどもの肺炎球菌ワクチン

木 鼻づまりについて

金 レム睡眠行動障害

土日 産婦人科領域における遺伝カウンセリング
12 月

月 狭心症を知ろう

火 腸閉塞

水 小児の救急シリーズ①発熱

木 しもやけについて

金 親知らずは抜いた方が良いのでしょうか？

土日 前立腺肥大症～注意が必要な症状とは？～

＊祝祭日は前日のテープが流れます。

　
「
減
量
し
た
い
け
ど
、
う
ま
く
い
か
な
い
」「
健
康
診
断
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
言
わ
れ
た
」「
血
液
検
査
の
結
果
を
改
善
し
た
い
」と
い
う
、

そ
こ
の
あ
な
た
!!　

ス
マ
ー
ト
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

ス
マ
ー
ト
ダ
イ
エ
ッ
ト
と
は
、『
賢
く
食
事
を
と
る
』
と
い
う
意
味
で
、

教
室
で
は
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
る
た
め
の
食
事
法
や
手
軽
に
取
り
組
め
る

運
動
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

８
月
か
ら
実
施
し
た
第
１
回
の
教
室
で
は
、
15
名
が
参
加
し
、
な
ん
と
３

か
月
で
12
㎏
減
量
し
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
!!　

実
践
す
る
こ
と
で

減
量
の
他
に
も
腹
囲
や
血
圧
、
血
糖
、
血
中
脂
質
な
ど
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
因
子
の
改
善
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

次
は
あ
な
た
が
ス
マ
ー
ト
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
？

【
対
象
者
】　

20
～
59
歳
の
町
民
で
12
回
の
教
室
に
続
け
て
参
加
で
き
る
方

【
日　
　

時
】　

平
成
30
年
１
月
９
日
～
３
月
27
日

　
　
　
　
　
　

毎
週
火
曜
日
19
時
～
20
時
30
分

【
内　
　

容
】　

運
動
・
食
事
改
善
指
導
、
減
量
に
役
立
つ
調
理
実
習

【
会　
　

場
】　

総
合
文
化
会
館

【
定

員
】　

20
名

【
参
加
費
】　

５
０
０
円
（
保
険
料
）、
１
０
５
０
円
（
ノ
ー
ト
代
）

【
申
込
締
切
】　

12
月
15
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課 

健
康
増
進
班 

☎
８
５
‐
２
４
８
３

　

昔
の
食
事
は
粗
食
で
し
た
が
、

旬
の
野
菜
や
天
然
の
魚
な
ど
を
食

べ
て
い
た
の
で
栄
養
は
た
い
へ
ん

豊
富
で
し
た
。
畑
で
採
れ
る
野
菜

を
食
べ
、
そ
の
地
域
で
取
れ
る
魚

を
食
し
て
い
ま
し
た
。

　

で
は
現
代
の
食
事
は
ど
う
で

し
ょ
う
？　

現
代
の
日
本
で
は
真

冬
で
も
真
夏
の
食
材
が
手
に
入
り

便
利
で
は
あ
る
の
で
す
が
旬
の
野

菜
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は

食
材
と
気
候
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
な
い
た
め
当
然
、
体
の
バ
ラ

ン
ス
も
崩
れ
ま
す
。
ま
た
外
国
産

の
魚
な
ど
も
多
く
な
り
、
天
然
の

魚
が
少
な
い
の
も
事
実
で
す
。
欧

米
食
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
ま
た
冷

凍
食
品
や
食
品
添
加
物
が
大
量
に

使
用
さ
れ
た
食
事
等
が
普
及
し
、

見
た
目
は
き
れ
い
で
も
実
は
栄
養

分
は
少
な
く
薬
品
づ
け
の
食
事
を

し
て
い
る
の
が
現
状
な
の
で
す
。

こ
う
し
て
私
た
ち
は
毎
日
着
々
と

現
代
病
と
言
わ
れ
る
生
活
習
慣
病

の
下
地
を
作
っ
て
い
る
の
で
す
。

私
た
ち
の
体
は
食
べ
た
も
の
か
ら

し
か
作
ら
れ
ま
せ
ん
!!

　

で
は
何
を
食
べ
れ
ば
い
い
の

か
？　

そ
の
選
択
は
と
て
も
重
要

な
こ
と
な
の
で
す
。

　
「
粗
食
」
と
は
決
し
て
「
貧
し

い
食
事
」
と
い
う
意
味
で
な
く
、

そ
の
土
地
や
季
節
に
採
れ
る
穀
物

や
野
菜
を
食
べ
自
然
の
恵
み
を
頂

く
こ
と
な
の
で
す
。
つ
ま
り
、
は

や
り
の
食
材
な
ど
は
な
い
の
で

す
。
昔
な
が
ら
の
「
お
袋
の
味
」

や
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
惣
菜
」

を
も
う
一
度
見
直
し
ま
せ
ん
か
？

医
食
同
源

　
「
医
（
薬
）
も
食
（
食
物
）
も

源
は
同
じ
」

　

す
な
わ
ち
薬
は
健
康
を
保
つ
上

で
毎
日
の
食
べ
物
と
同
じ
く
大
切

で
あ
り
美
味
し
く
食
べ
る
こ
と
は

薬
を
飲
む
の
と
同
様
に
心
身
を
健

や
か
に
し
て
く
れ
る
と
い
う
意

味
。

身し

ん

ど

ふ

じ

土
不
二

　

そ
の
土
地
や
季
節
で
取
れ
る
穀

物
や
野
菜
を
食
べ
気
候
や
水
、
空

気
、
土
壌
な
ど
、
す
べ
て
の
環
境

を
取
り
入
れ
な
が
ら
体
の
バ
ラ
ン

ス
を
整
え
る
。身（
心
身
）と
土（
環

境
）
が
一
体
と
な
れ
ば
私
た
ち
は

自
然
の
恵
み
そ
の
ま
ま
に
季
節
の

変
化
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
出

来
る
と
い
う
意
味
。

　

薬
や
医
療
が
あ
ま
り
進
歩
し
て

い
な
か
っ
た
昔
の
人
た
ち
は
何
が

健
康
に
い
い
の
か
わ
か
っ
て
い
た

の
で
す
ね
。
生
活
習
慣
病
な
ど
で

薬
を
服
用
し
ま
す
が
規
則
正
し
い

生
活
、
き
ち
ん
と
し
た
食
生
活
が

な
い
と
症
状
は
現
状
維
持
の
ま
ま

で
す
。

　

今
ま
で
の
食
事
を
急
に
変
え
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
ち
ょ
っ
と

し
た
こ
と
か
ら
変
え
て
み
ま
せ
ん

か
？

ス
マ
ー
ト
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
参
加
者
募
集
！

｢

粗
食
の
ス
ス
メ｣

大
村
東
彼
薬
剤
師
会　

青
井
敦
史
（
川
棚
町
）

376       
号
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県育英会　奨学金返還促進及び寄附金募集
●奨学金の返還について
　奨学金返還金は、後輩の新たな奨学金となる重要な
ものです。奨学金を借りていた方は、約束どおりの返
還をお願いします。住所等の変更や返還が困難となり
そうな場合などは、速やかに長崎県育英会へご連絡く
ださい。
●寄附金をお寄せください！
　長崎県育英会では、寄附金を受け付けております。
　皆様からの寄附金は、奨学資金として活用させてい
ただき、奨学金事業の充実を図ってまいります。
　温かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　なお、長崎県育英会への寄附金には、税制上の優遇
措置が受けられます。
●相談・問い合わせ先
　（公財）長崎県育英会　☎ 095 ー 824 ー 7501

平成 30 年度自治医科大学入学者募集
【自治医科大学とは】
　自治医科大学は、卒業後、離島・へき地で勤務する
医師を養成する目的で都道府県が出資して設立した大
学です。入学料・授業料等については入学者全員に貸
与され、卒業後に一定期間離島・へき地の公立病院等
に勤務すれば、その返還が免除されます。

【募集人員】
　医学部医学科 110 名（長崎県からは 2 ～ 3 名）

【出願期間】
　平成 30 年 1 月 4 日（木）～ 17 日（水）17 時必着
　※消印有効期限　1 月 16 日（火）
出願資格、試験日などの詳しい情報は下記までお問い
合わせください。
●問い合わせ先
　自治医科大学学事課入試広報係　
　☎0285 ー 58 ー 7045

東彼杵郡森林組合の職員募集
【職 種 ①】　森林事務及び現場管理
【資　　格】　 昭和 47 年 4 月 2 日以降に生まれた男性

で高校を卒業した方、または平成 30 年
3 月 31 日までに卒業見込みの方

　　　　　　普通自動車免許取得者
　　　　　　パソコンができる方

【申込書類】　履歴書
【選考内容】　面接、書類選考、筆記試験、作文
【採用人員】　1 名
【給　　与】　組合給与規定による
【申込期限】　平成 30 年 1 月 31 日まで

【職 種 ②】　森林整備作業員
【資　　格】　昭和 37 年 4 月 2 日以降に生まれた男性　
　　　　　　普通自動車免許取得者

【申込書類】　履歴書
【選考内容】　面接
【採用人員】　若干名
【給　　与】　日給
【申込期限】　平成 30 年 1 月 31 日まで
●申込・問い合わせ先　東彼杵郡森林組合事務所
　　　　　　　　　　　川棚町百津郷 39 ー 125
　　　　　　　　　　　☎ 82 ー 3525

長崎県小児救急電話相談（＃８０００）
　県では夜間や休日のお子さんの急な病気やケガ等の
際、保護者の方々が対処に戸惑う時や医療機関を受診
すべきか判断に迷ったときに、「家庭での対処方法」
や「医療機関の受診の要否」について電話で相談に応
じる「長崎県小児救急電話相談センター」を開設して
います。
※病気の診断を行うものではありません。

☎　＃８０００　（携帯電話からも可能）
ダイヤル回線の方は 095 － 822 － 3308
相談時間／月～土　午後 6 時～翌朝 8 時
　　　　　日・祝　24 時間対応

　防火思想の普及・啓発及び育成を目的として、アナンダこど
も園のアナンダ幼年消防クラブが、宝くじの助成金を利用して
鼓笛隊セットを整備しました。
　先日行われた町民大運動会や今後の消防等のイベントでの活
躍が期待されます。　

幼年消防用鼓笛隊セットを整備
コミュニティ助成事業
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　おもちゃ箱、ミニテーブル、キッ
チン台、ハンガーラック…。子ど
もといっしょに作れるダンボール
の家具＆おもちゃ全８作品を紹
介。プロセス写真付きで、作り方
をわかりやすく説明します。

　先
ぽんとちょう

斗町のバーで津田三蔵の幻を
追い、「司馬遼太郎のソファ」に
新撰組を思うー。京都に仕事場を
構えた作家が自由に思索する、歴
史エッセイ集。知的興奮に満ちた
全６８編を収録する。

　働く母親はいつまで上司と同僚
に謝り続けるのか。父親たちは育
児をしないのか、できないのかー。
気鋭の社会学者が、朝から晩まで
働きづめの母親たちの実情に迫
る。

波佐見町図書館　　開館時間　10：00 ～ 18：00　☎ 26 － 7091（直通）

波佐見町図書館だより 今月の新着本

ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
れ

る
か
わ
い
い
キ
ッ
ズ

家
具
＆
お
も
ち
ゃ

古
都
発
見

ワ
ン
オ
ペ
育
児

わ
か
っ
て
ほ
し
い

休
め
な
い
日
常

山
田
素
子　

監
修

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

葉
室
麟　

著

新
潮
社

藤
田
結
子　

著

毎
日
新
聞
出
版

★図書館休館日★

　毎週月曜日、第 3 木曜日、祝日

◆絵本読み語り◆

　毎月第２土曜日（10：30 ～　総合文化会館）

【広告】

町 の 事 業
【10 月発注分で、事業費 130 万円以上】

１２月１日は世界エイズデー
　治療の進歩により HIV 陽性者の予後が改善された
結果、HIV 陽性者は感染の早期把握、治療の早期開始・
継続によりエイズの発症を防ぐことができ、HIV に
感染していない人と同等の生活を送ることが期待でき
るようになりました。治療を継続して体内のウイルス
量が減少すれば、HIV に感染している人から他の人
への感染リスクが大きく低下することも確認されてい
ます。
　みんなが正しい情報に UPDATE（更新）して、イメー
ジを変えていくことが大切です。

【12 月 1 日の無料エイズ検査】
日　時 12 月 1 日 14 時～ 19 時

項　目 エイズ・B 型肝炎、C 型肝炎、梅毒

結　果 約 1 時間後

予　約 前日 17 時まで（当日受付不可）

予約先 県央保健所地域保健課健康対策班☎ 0957－26－3306

町の事業は

　役場ホームページのトップページ

　↓

　入札情報

　↓

　入札結果報告

をご覧ください。
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　この 10 月。波佐見高校にビッグニュースが飛び込ん

できました。超大型で非常に強い台風 21 号が日本列島

を縦断した 10 月 23 日の夕方。私（教頭）の電話が鳴り

ました。掛けてきたのは台風接近の中、揺れる飛行機に

乗って引率で東京まで行っている教務主任。「残念なが

ら」で始まったその言葉に一抹の残念さを感じた私の耳

に言葉が続きます。「一位ではなさそうですが」何！な

んだとう！！背中がざわつきました。「法務大臣賞を受

賞してニューヨーク行きになりました。」ええっ！鳥肌っ

て立つものですね。全

国大会で最高賞４つの

うちの一つを獲得。こ

んなに嬉しいことはあ

りません。教務主任の

話術に嵌まったとはい

え、素晴らしい瞬間を味あわせてもらいました。

　「波佐見から世界へ。ニューヨーク国連本部へ。」波佐

見中学校卒業の太田玲亜さん。言い古された言葉ですが、

「やればできる」を現

実に見せてくれまし

た。波佐見高校生みん

なが、夏の野球部に続

き、勇気をもらうこと

ができました。

　ほかにもクリーンアップ波佐見、素敵なパパママ未来

体感、文化発表会、みんな頑張っています。文化発表会

では家庭科クラブのスイーツバザーや商業科のお米は瞬

く間に完売！これも嬉しいニュースでした。

　11 月は期末考査。学生の本分である勉強へ向けて、波

高生頑張ります。

　やればできる。やらねばならぬ。

「保育士募集中」（東彼地区保育会からのお知らせ）
　現在、町内の各保育所・認定こども園では、保育
士を募集しています。
　保育士資格を有する方（または取得予定の方）で、
今後、就労を考えている方や、過去に保育所等にお
勤めで仕事復帰を考えている皆さん、町内の保育の
職場で働きませんか？
　詳しくはお近くの園までお問合せください。

【連絡先】
光輪はさみこども園（湯無田・井石郷）☎ 85－5070
アナンダこども園（金屋郷）☎ 85－3566
鴻ノ巣保育園（乙長野郷）☎ 85－3362
蓮池保育園（宿郷）☎ 85－3832
白毫保育園（折敷瀬郷）☎ 85－6189

波佐見高校だより＜ Vol .217 ＞

頑張ってます波佐見高校

科目 収入済額（円） 備考 科目 支出済額（円） 備考

協賛募金 38，243，139 事務費 890，617
事務用品、事務局員賃金、
通信費、印刷費

補助金 6，172，472
波佐見町補助金、
高校野球連盟補助金

選手職員派遣費 7，420，749
選手派遣費、ユニホーム・
用具等購入費

雑収入 1，172，010
生徒バス代負担金、
預金利息

応援団派遣費 10，809，192
応援団派遣費、入場料、
応援グッズ購入費

手数料 －53，060
郵便払込手数料（郵便振
込額より差し引き）

渉外費 2，296，998
テレビ番組制作費、新聞
広告費、記念品代

予備費 6，915，790
高校部活動振興補助金、
遠征用バス購入費等

合計 45，534，561 合計 28，333，346

野球部特別後援会収支決算書

◆収入の部 ◆支出の部

　波佐見高校野球部へのご支援ありがとうございました。皆様から頂いた寄附金などの収支が確定しましたの
で、ご報告いたします。

収入合計 45，534，561 円ー支出合計 28，333，346 円＝ 17，201，215 円（残金）
※野球部特別後援会では、野球部に加え波佐見高校の部活動全般を支援するため、予備費から高校部活動振興　
　補助金として 2，000，000 円の支出を行いました。
※残金につきましては野球部特別後援会から野球部後援会に移管し、活用いたします。
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休
日
在
宅
当
番
医

11月19日 田 渕 医 院 (川　棚) 　82－2111
23日 八並整形外科・ﾘﾊﾋﾞﾘﾃーｼｮﾝ医院 (波佐見) 　85－5775
26日 三 島 眼 科 医 院 (東彼杵) 0957－46－0340

12月 3 日 こ う の 内 科 医 院（波佐見） 20－7500
10日 実松整形外科医院（東彼杵） 0957－47－0278
17日 いちのせ内科循環器科（波佐見） 85－7770
23日 西 の 原 野 中 医 院（波佐見） 85－3054
24日 鈴 木 病 院（東彼杵） 0957－46－0145
30日 ま つ お 産 婦 人 科（川　棚） 82－2038
31日 波 佐 見 病 院（波佐見） 85－7021

※診療時間　　9：00 ～ 17：00

戸
籍

  　
　
　

の

　

  　
　
　

窓
（
敬
称
略
）

【広告】

やりくり上手な人になろう！
・子どもさんの教育費の現状

・将来の年金受け取り金額

・預貯金の運営・借入金の返済方法

・住宅ローンの新規・借り換え方法

・老後の生活資金

これから必ず来る未来への備えと、お客様の利益を第一に考え
その方にあった生涯設計（ライフプラン）を無料でお手伝いします。

ソニー生命保険株式会社
toshiyuki_mori@sonylife.co.jp

☝メールでのお問い合わせも受け付けます☝

長崎ライフプランナーセンター第１支社　第５営業所
長崎市万才町３－５　朝日長崎ビル８Ｆ
☎ 095 － 825 － 2311

SL17－1630－0031

私がお答えします!!

ライフプランナー

森　俊之
090 － 4775 － 7679

波佐見町 川棚町 東彼杵町 東彼杵郡内
人 傷 件 数 28（－ 3 ） 56（＋14） 26（－11） 110（± 0 ）
死　　　者 1 （＋ 1 ） 0 （± 0 ） 1 （－ 1 ） 2 （± 0 ）
傷　　　者 38（－ 5 ） 75（＋19） 40（－14） 153（± 0 ）
物 件 事 故 143（＋ 8 ） 203（＋42） 133（－14） 479（＋36）
飲 酒 事 故 1 1 1 3
無免許事故 0 3 0 3

交 通 事 故 発 生 状 況 平成 29 年 1 月から 10 月末現在
※（　　）内は前年比

ご
結
婚
お
め
で
と
う

人のうごき(10月末)

人　口　14，902 人（－ 23）
　男　　07，056 人
　女　　07，846 人
世帯数　05，217 世帯（－ 9）
  転入          27 人
  転出          52 人
  出生          12 人
  死亡          10 人
              （　）は前月比
※外国人住民含む

平成 29 年 9 月末における犯罪発生状況
波佐見町 東彼杵郡

9 月中発生件数 1 4

犯
罪
別
認
知
件
数

凶悪犯 0 0
粗暴犯 0 0
窃盗犯 0 1
知能犯 1 1
風俗犯 0 0
その他 0 2

平成 29 年発生総数 14 53

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う
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来
月
の
納
金
（
12
月
）

12
月
の
口
座
振
替
日
は
27
日
で
す

け ん こ う

そ う だ ん

催 し 物

母子手帳交付※
12月 4 日（月）

波佐見町役場 9 ：30 ～ 11：00
12月18日（月）

乳 児 健 康 相 談
[H29年 6 月生 ] 12月 8 日（金） 総合文化会館 9 ：30 ～ 10：15 受付
[H29年 2 月生 ] 12月22日（金） 総合文化会館 9 ：30 ～ 10：30 受付

2 歳児歯科健診
[H27年 7 月 1 日～ 8 月24日生] 12月 6 日（水） 総合文化会館 13：00 ～ 13：20 受付
3 歳 児 健 診
[H26年 6 月 8 日～ 8 月13日生] 12月20日（水） 総合文化会館 13：00 ～ 13：15 受付
認知症高齢者家族会 12月12日（火） 総合文化会館 13：30 ～ 15：00

献 血 11月28日（火）
波佐見町役場 9 ：00 ～ 12：30
エレナ波佐見店 14：00 ～ 16：30

●
国
民
健
康
保
険
料　

●
介
護
保
険
料

●
水
道
使
用
料　

●
固
定
資
産
税

波佐見林道マラソン 11月19日（日）中尾郷グラウンド スタート
皿山器替えまつり 12月 2 日・3 日 皿 山 地 区
スポーツ少年団駅伝大会 12月 3 日（日）田 ノ 頭 河 川 公 園
町民ソフトテニス大会 12月 3 日（日）鴻ノ巣テニスコート

※印鑑とマイナンバーカード（又は通知カード及び写真付身分証）が必要です。

【
講　

師
】　

堀
内　

祐
子　

氏

　
　
　
　
　
（
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
支
援
士
、

　
　
　
　
　
　

特
別
支
援
士
、
傾
聴
心
理
士
）

【
テ
ー
マ
】
自
分
が
幸
せ
で
あ
る
こ
と

　
　
　
（
長
男　

堀
内
謙
人
氏
と
の
質
疑
＆
ト
ー
ク
）

【
日　

時
】
12
月
７
日
（
木
）　

14
時
30
分
開
会

【
会　

場
】
総
合
文
化
会
館
（
入
場
無
料
）

※
当
日
は
、
波
佐
見
中
学
校
「
人
権
集
会
」
と
あ
わ

せ
て
実
施
し
ま
す
。
一
般
の
方
も
聴
講
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
「
い
じ
め
、
体
罰
を
受
け
た
・
暴
行
、
虐
待
を
受

け
た
」、「
差
別
を
受
け
た
・
名
誉
棄
損
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
を
受
け
た
」
な
ど
、
い
ろ
ん
な
こ
と
で
お

困
り
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】　

12
月
６
日
（
水
）
10
時
か
ら
16
時

【
場　

所
】　

役
場
相
談
室

【
相
談
員
】　

人
権
擁
護
委
員

※
相
談
は
無
料
で
、
予
約
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課
戸
籍
係

　
　

☎
８
５
‐
２
３
３
８

平
成
29
年
度
人
権
啓
発
活
動
地
方
委
託
事
業

『
人
権
啓
発
講
演
会
』

第
69
回
人
権
週
間

『
特
設
人
権
相
談
所
』

広
報

ホームページアドレス http://www.town.hasami.lg.jp
メ ー ル ア ド レ ス town-office ＠ town.hasami.lg.jp

この広報波佐見は、石油系有機溶剤の一部を大豆油に置き換えた
ソイインクを使用しています。

※図書館休館日については、P21 の図書館だよりに掲載しています。

心 配 ご と 相 談（町社会福祉協議会　☎８５－２２４０）
　場所：総合文化会館

11月15 日（ 水 ）13：30 ～ 16：00 ◎相談員 野添元義；谷添岩男
　25 日（ 土 ） 9 ：30 ～ 11：30 ◎相談員 一瀬信子；橋本弘子

    29 日（ 水 ）13：30 ～ 16：00 ◎相談員 谷添岩男；石橋安幸
12 月16 日（ 土 ） 9 ：30 ～ 11：30 ◎相談員 石橋安幸；納富政彦

20 日（ 水 ）13：30 ～ 16：00 ◎相談員 谷添岩男；橋本弘子
　27 日（ 水 ）13：30 ～ 16：00 ◎相談員 野添元義；一瀬信子

心配ごと・行政合同相談（総合文化会館） 13：30 ～ 16：00
 12 月 6 日（ 水 ） ◎相談員 野添元義；前田順子
特 設 人 権 相 談（役場相談室） 10：00 ～ 16：00
 12 月 6 日（ 水 ） ◎相談員 橋本弘子；中嶋佳代子
交通事故巡回相談 （佐世保市県北振興局） 10：00 ～ 16：00
 11月16 日（ 木 ）／12 月14 日（ 木 ）／12 月 21日（ 木 ）
Ｆ Ｐ 相 談（役場相談室） 9：00 ～ 20：00
 11月24日（金）／12月26日（火） ◎相談員 ファイナンシャルプランナー
夜 間 納 税 相 談（役場相談室ほか） 17：15 ～ 20：00
 11月27日（月）／12月25日（月） ◎相談員 税務課・健康推進課職員
消 費 者 相 談（役場商工振興課）
 随時ご相談ください ◎相談員 西川夕子

平成 30 年　波佐見町成人式
◆受付　 9 ：30 ～ 10：15　
◆式典　10：30 ～ 12：00
◆場所　波佐見町総合文化会館

（水）

1

3


